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最新ディスプレイ管の世話役半導体
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Y〔輝度信号(+uminance)を表す｡〕,C〔色信号(Chroma)を表す｡〕

映像表示システム 最新の映像表示装置には,ディスプレイ管の性能を引き出すためにさまざまな半導体が使用されている｡

映像表示装置の大画面･高画質化は,カラーディ

スプレイ管の技術革新に負うところが人きいが,同

時にディスプレイ管の性能を最大限に引き出すため

の各種半導体デバイスもまた欠くことができない

(l_+絵参月てく)｡

日立製作所では,高耐圧･大電流バイポーラプロ

セスによる水平偏向用パワートランジスタ,誘電体

分離技術を用いた高耐圧モノリシックプロセスによ

るAKB(Auto Kine Bias)IC,また高性能バイポー

ラプロセスによる肉質改善ICを商品化している｡

*【‾は製作所-､卜導体設計開発センタ **Fl立製作所 Lj立⊥場 ***株J(会社l_J立マイコンシステム高崎事業所
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ロ はじめに

近年のカラーテレビジョンの大画面化にはt]をみはる

ものがある｡わが国のカラーテレビジョンの画面サイズ

で26インチ以上のものは1985年では5%程度にすぎなか

ったが,1991年には25%にも達する見通しであり,今後

人耐向サイズの比重がますます高くなってくるものとみ

られる｡

また,今後ハイビジョン放送や横長のビスタビジョン※)

サイズの映画ソフトの拡大により,16対9のアスペクト

比を持つワイド画面テレビジョンの出現も大画面化の加

速要因の一つに考えられる｡

-一方,これらの大画面化は,同時にディスプレイ管の

高解像度化,高輝度化などによる高画質化を伴い,その

件能を十分に引き出すための各種半導体デバイスの開発

を必要としている｡

特にワイド耐向テレビジョンやコンピュータ用モニタ

などのように,人内向,広偏向角や高精細を必要とする

場斜ま偏IhJヨークに加えられる電ノJが人きくなり,1,500

V,12Aクラスの高耐圧人電流パワートランジスタが必

要となる｡また,ホワイトバランスのとれた美しい画面

や黒レベルのしっかりした両面,さらに画面サイズが大

きくなってもばやけずに,くっきりした画面などを得る

ためには,誘電体分離を糊いた高耐圧リニアICや特殊な

処理を行うリニアICが必要になる｡

ここでは,これら半導体デバイスの代表的なものを,

それを可能にした技術的背景とともに述べる｡

凶 高性能･高耐圧水平偏向出力トランジスタ

近年,民生分野では,DBS(Direct Broadcast Satel-

1ite)やハイビジョンなどの新しい映像メディアに対J心し

た大形かつワイドタイプ(アスペクト比16対9)の高性能

ディスプレイが求められている｡これらの大内面ディス

プレイを一般家庭に普及させるためには,よりいっそう

博形化を推進させる必要があり,これらに伴ってCRTで

も広偏向角･薄形化が必要となっている｡したがって,

水平偏向出別口二】路では,偏向に要する電力は大きくなり,

高電圧･大電流タイプのトランジスタが必要となってい

る｡一方,情報産業分野では,パーソナルコンピュータ

またはワークステーションの取り扱う情報景増大に伴っ

て,CRTディスプレイの高解像度化･大画面の要求が強

くなっている｡この高解像度化と大画面を合わせて実現

するためには,高電圧･大電流かつ高速スイッチング特

性を持つ水･平偏向出力トランジスタが必要となってい

る｡今回,このような分野に対応するために開発した高

性能･高耐圧水平偏向出力トランジスタについて以下に

述べる｡その用途別ラインアップを表1に,水平偏向出

力回路を図1に示す｡

表l水平偏向出力用トランジスタ 画面サイズや水平偏向周波数,偏向角度によってさまざまなトランジスタが必要である｡

用準

てⅥL〉′(･(A)叫占訂
HDTV* 中精細 高精細 起高精細**

33.75 3I.5～45 64～80 130

】′500

2.5 2SK1317***

4 2SK1835***

10 2SC4589**** 2SC4了47****

lZ 2SC4692****

20 2SC4897*****

25 ZSC4789*****

l′700

】0 2SC4879**** ZSC4879**** l開発 中l

12 2SC4880***** 2SC4880*****

15 2SC4896***** 2SC4896*****

20 HF7757*****(lGBT) HF775了**納*(lGBT) HF7757*****(】GBT)

注:略語説明ほかIGBT(lns山∂ted G∂te Bipolar Transjstor)

*(HDT〉用は高耐圧･大電流が重要),**(ディスプレイ用は高速スイッチング特性が重要),***(TO-3P),****(TO-3PFM),

*****(TO-3PL)

※)ビスタビジョン:アスペクト比が1対1.85(木田)およぴ1対1.66(ヨ【ロッパ)のサイズの映画で,米国パラマウント社の商標

である‖
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最新ディスプレイ管の世話役半導体 237

2.1ワイド形ディスプレイ用水平偏向出力トランジスタ

ハイビジョンに代表されるワイド形ディスプレイは,

広偏向角(110度)大画面であることが特徴となっており,

従来以上に偏l‾∈り電力が大きくなる｡したがって,コレク

タピーク電流才い,で8～12A,コレクタ･エミッタピーク

竜止咋EIJで1,300～1,500Vと非常に高くなっている｡こ

のような用途に対応するためには,従来以_トニに高耐圧･

大電流のデバイスが必要となっており,日立製作所では

新しく高耐圧品(咋B｡=1,700V)をシリーズで製品化し

た｡その主要電気的特性を表2にホす｡特に最大電流定

格品である2SC4896は,ム=15Aと十分な電流容量を持

っており,ハイビジョンディスプレイ用に最適である｡
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図l 水平偏向出力回路 水平偏向回路は,水平同期信号に同

期したのこぎり波によって電子ビームを走査する｡

2.2 大画面高精細ディスプレイ用水平偏向出力トラン

ジスタ

最近のコンピュータ用ディスプレイおよびワークステ

ーション用ディスプレイの表示する情報量増大化に伴っ

て,ディスプレイに要求される性能もより‾■引生能化(高解

像度化･大画面化)が求められている｡特に,近年需要の

大きくなっている高精細ディスプレイ(ム=64～80

kHz)では,画面サイズが17～20インチサイズと大内何

であるため,水平偏向出ノJトランジスタでも,内面糊辺

部のi自二組性,解像度向上のため,低飽和竜山三特性および

高速スイッチング特性が必要となっている｡このたび製

品化した高精細ディスプレイ用トランジスタは,(1)高速

スイッチング特性,(2)低咋Ⅰ三(sat)特性を特長としてお

り,特に最大電流品である2SC4789は,咋E(sat)=0.3V

Typ.仏=2nA)と優れた値であり,20インチ以上の大形

ディスプレイに最適である｡

高精細ディスプレイの水平偏向回路で留意するポイン

トとしては,飽和電帖と同時にスイッチング特性を特に

重視する必要がある｡特にドライブ特性で,スイッチン

グ特性が最小になるポイントで回路設計することが必要

である｡2SC4789のドライブ特性を図2に示す｡実際に

流れるコレクタ電流で,スイッチング時間が最小になる

ように設計することがポイントとなる｡

2.3 今後のデバイス動向

今後に期待されるCRTディスプレイとしては,超高精

細ディスプレイおよびマルチシンクタイプディスプレイ

があげられる｡この用途に対応できるデバイスとして,

表2 高耐圧水平偏向出力トランジスタ(l′700Vシリーズ) 大画面ブラウン管になると高耐圧で,かつ大電流トランジスタが必要になる｡

項
製 品 名

2SC4796 2SC4797 2SC4879 ZSC4880 ZSC4896

最大定格

忙8｡ V l′700

ノ〔 A 】0 12 15

珠 W 50 50 50 IOO 100

電気的特性

れ1E 35Max.

忙E V 5

/(1 A l

忙E(s∂t)v 5.OMax.

/し A 5 7 8 10 12

/円 A l 】.4 2 2 3

け ドS 0.6Max. 0.6Max. 0.5Max. 0.5Max. 0.5Max.

/cl】 A 5 7 7 8 8

/■i】 A l l.4 l.4 l.4 l.4

外 形 To-3PFM To-3PFM To-3PFM To-3PL To-3PL
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図2 水平偏向出力回路におけるドライブ特性 高輪細に

なると,特にスイッチング時間が最小になるようなドライブ条件を

設定することが重要である｡
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(1)ドライブ電流が不要でON抵抗がバイポーラトランジ

スタ並みに小さいIGBT(InsulatedGate Bipolar Tran-

sistor),および(2)バイポーラトランジスタに比べて非常

に高速スイッチングが可能な高耐圧パワーMOS FET

(MOS電界効果トランジスタ)を開発中であり,近い将来

に実際のディスプレイに応用されることが期待されてい

る｡

田 高画質リニアIC

アナログ信号処:哩を応用して画質を向上させる方法と

して,輝度信号輪郭補正,男レベル補正,肌色補正など

がある｡これらは従来テレビジョンセットに便川されて

きているが,最近はリニアICの高集積化とフィルタ内儀

化技術の進歩により,より高度な両賞向_卜を行うことが

‾吋能になってきた｡ここでは,輝度信一iJ一輪郭補正ICおよ
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図3 HAl1559NTブロック図 時間軸圧縮によって輪郭をくっきりさせる｡
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び肌色補止ICの一基本的な動作について述べる｡

3.1輝度信号輪郭補正IC,HAl1559NT

講■締句質が要求される大形のテレビジョンでは,内像の

輪郭を鮮鋭にする輪郭補正凶路が必須(す)である｡輪郭

補_‾11三河路には二次微分方式や遅延レり路を用いた方式1)が

従来使川されているが,これらの方式はシュートによっ

て鮮鋭度を上げる方式であり,人画面ではそのシュート

はI‾1障りとなってくる｡このため,プロジェクションテ

レビジョンを含めた大内向テレビジョンに過した輪郭補

_‾t卜川IC,HAl1559NTを開発した｡HAl1559NTのブロ

ック岡を図3に,HAl1559NTでの輝度信号の高画質化

処,哩フローを図4にホす｡人ノJ信号はまずノイズリグク

輝度
信号

入力

ノイズ

リダクション

黒レベル

補正

時間車由圧縮

輪郭補正

シュート

合成

出力

図4 輝度信号高画質化処王里フロー 高画質化のためには,

ノイズ低減,黒レベル補正,時間軸圧縮などを行う｡

R-Y

IN

G-Y

IN
一一-■-----

B-Y

IN

t′'(1(‾イ9V)

ション山路でノイズの軽減が行われ,次に男レベル補止

山路で男信号の伸張,止縮が行われ,時間軸圧縮形輪郭

術_‾11洞路に入ノJされる｡この輪郭補正川路の時間軸仁蛸盲

動作によって,伝送系で失われた輪郭部を急峻(しゅん)

とすることができ,輪郭部の鮮鋭度を向_r二できる｡さら

に,時間軸圧縮を行った後の信一巧一を遅延トリ路形シュート

合成l吐1路に人力し,シュート合成を行っている｡このた

め,きわめて細いプリシュート,オーバーシュートの介

成が可能となった｡さらにプリシュート,オーバーシュ

ートの加算此を調整できるようにし,画質のきめ細かな

調整ができるようにした｡

また,内蔵した遅延山路の遅延最の景産ばらつきの影

響がでないように,遅延最の自動詞磐回路を内蔵した｡

3.2 肌色補正IC,HAlほ61

伝送系で映像信号波形がひずんだときや,ビデオテー

プのダビング時などに色相が変化する場合がある｡肌色

付近の色相変化は特に臼につきやすいため,これを自動

補正することは画質lらJ上に有効な手段である｡HAl1561

では,この肌色補′【E回路と緑色強調回路を内蔵した｡

HAl1561のブロック図を図5に示す｡RrY,G-Y,B-Y

のそれぞれの色差信号をマトリックスb_l路に人力し,肌
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肌色や緑色の色相ずれを補正することによって,よりきれいな画像が得られる｡
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図6 肌色補正,緑色強調回路動作波形 きれいな画像は,肌色や緑色の色相ずれの補正によって得られる｡

ブレッドボード

ヂ開
后謬

空気分離

C>

誘電体分離高耐圧リニアIC

素子

SLO2

七 +〔

ガラス分離

図7 誘電体分離高耐圧リニアICの構造 誘電体分離では,

個々の素子が二酸化シリコン(SiO2)で分離されている｡二のため,

ブレッドボードの回路がそのまま集積回路化できる｡

色と緑色を検出する｡この検出信号を用いてR-Y信号レ

ベルおよびB-Y信号レベルを制御し,肌色側に色相を引

き込み,肌色を`安定に再生させる｡肌色補正,緑色強調

回路の動作波形を図6に示す｡肌色の補正範岡としては,

色副搬送波の位相で約±40度に設定してある｡また,緑

色の検出信号を円いて線信号付近の色相の場合にG-Y

信号レベルをプラス方向に,R-Y信号レベルをマイナス

方向に制御する緑強調動作を行っている｡

巴 高耐圧リニアIC

ここではテレビジョン用の高耐圧リニアICについて

述べる｡テレビジョンではビデオタロマIC･選局マイク

ロコンピュータを代表としてIC･LSI化が進んでいる

が,高電圧系のIC化はまだあまり進んでいない｡テレビ

2S

ジョンに画像を映し上11すには,ディスプレイ管を高電圧

のアンプで駆動する必要がある｡高電旺のアンプには200

V前後の電源電圧が必要であり,一般のIC･LSI技術で

の集積回路化は困難である｡このような高圧系回路の集

積川路化には,高耐圧リニアIC技術が用いられる｡今山l

は誘電体分離技術によるテレビジョン用の高耐圧リニア

ICについて述べる｡

4.1誘電体分離技術

誘電体分離技術による高耐圧リニアICの断面構造を

図7に示す｡個々の素子を二酸化シリコン(SiO2)で取り

岡んでいるようすがわかる｡簡単に言うとガラスで個々

の素子を分離しているのであるから,原理的に高電虹に

向いた構造である｡誘電体分離技術の特長を次に列挙す

る｡

(1)高電上土三･大電流に強い｡

(2)ラッチアップしない｡

(3)ノイズ(EMI:ElectroMagneticInterference)に強

い｡

(4)素子構成の自由度が大きい｡

(5)回路構成の自由度が大きい｡

(6)多出力化が容易である｡

以上のような特長があるため,誘電体分離技術による

高耐仁i_ミリこアICは,家電･OA･自動車･通信などの幅

広い分野で利用が拡大しつつある｡

誘電体分離技術で集積化可能な素子･凹路の例を表3

に示す｡このように多種多様な素子･回路をブレッドボ
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ードと同じ自由度で集積化できるのは,誘電体分離技術

ならではのことである｡

以‾Fに誘電体分離技術を用いた高電圧ビデオ信号処理

ICであるAKB(AutoKine Bias)ICについて述べる｡

4.2 AKBICの機能

このICは低圧系のビデオタロマICが｢h力する小振幅

の映像信号を増幅し,ディスプレイ管を直接駆動する高

耐圧リニアICである｡AKB機能(RGB3憤色のバランス

を自動調整する機能)を内蔵しているので,AKBICと呼

ばれている｡AKBICは日立製作所の新しいコンセプト

のカラーテレビジョン｢革命児+にも搭載されており,

ホワイトバランスの安定化･黒レベルの安定化による画

質の改善に貢献している｡

AKBICの機能ブロック構成を図8に示す｡ビデオタ

ロマICの映像信号出力は約2Vの振幅であるが,これを

約100Vの振幅に増幅する高電圧アンプ(同図巾CRT

AMP)をRGB3原色分集積している｡カソード電流検出

回路(同国中IK DEP)ではブラウン管からのカソード電

流を検出している｡カソード電流の強弱は画面の輝度の

＋200V

R-Y

C】

VIDEO

CHROMA

IC

(ご(こン12V)

C】

Cl

G-Y

B-Y

表3 集積化可能な素子･回路の例 誘電体分離技術を用い

ると,多種多様な素子･回路がワンチップに組み込める｡
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図8 AKBICの機能ブロック構成 AKB■CはビデオタロマーCの映像信号を高電圧に増幅して,ブラウン管に映像を映し出す｡
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表4 AKB tCの主要諸元 誘電体分離高耐圧技術により,280

Vの高電圧と10MHzの高周波特性を実現している｡

項 目 諸 元

電気的仕様

電源電圧 ∨ 280

周波数帯域 MHz 10

電圧利得 dBtyp. 33

素子構造 誘電体分離高耐圧Bi-CMOS

素 子 数
アナログ部 600素子

ディジタル部 4′400素子

チップ寸法mm 4.5×3.8

パッケージ 23ピンSル(放熱形)

注:略語説明 SIL(Single】nLine)

強弱と等佃である｡したがって,RGB各色のカソード電

流を検出し,過不足なく制御すれば画面には常に正しい

色が再現できるわけである｡制御回路(同図小のCONT)

の指ホにより,カットオフ調整回路(同国中のCUT

OFF)とドライブ調整回路(同図中のDRIVE)がカソー

ド電流の調整を実行する｡このICはこのようなフィード

バック制御を常時行っているので,テレビジョンの視聴

者は常にホワイトバランス･票レベルの安定した画面を

楽しむことができる｡一方テレビジョン製造ラインで

は,このICによる自動詞整化によってホワイトバラン

スの調整工程そのものがなくなるという合理化が実現で

きる｡

4.3 AKBICの主要諸元

このICのう三雲諸元を表4に,ICチップを図9に示す｡

近年のテレビジョンの大形化に対応するため,定格電圧

は280Vと余裕を持たせた｡榔皮数特性は高度の水平解

像度を得るため10MHzを達成している｡

アナログ系のLリl路には主としてバイポーラ素て･を,デ

ィジタル系のLロl路には3l⊥mのCMOS(Complementary

MOS)素イーを川いている｡つごう5,000素子を約17mm2

のチップ血積に集積した｡

l口I路的にはディジタル方式サンプルアンド ホールド

鯨

要曹

･■f■.･与

∈=

でヲ

i
⊥

暮

■

図9 AKB(Auto Kine Bias)lC 高電圧素子を含めほぼ5′000

素子を約17mm2の面積に集積化している｡

l叫路の採用,ハイライト･ローライト検出回路の共有化

などによってICの外付け部品の低減を図り,内蔵のわり

には小形な23端了一のパッケージに収めることができた｡

以上述べてきたように,誘電体分離という最先端のデ

バイス技術と高度な酬刺青報処理技術とを結集したこと

により,まさにブラウン管の世話役ともいえるICが誕生

したのである｡

b おわりに

以上,大画面高画質ディスプレイ管の件能を引き出す

ための半導体デバイスの代表的なものについて述べた｡

これらの分野は,今後ハイビジョン時代の到来やコンピ

ュータ用ディスプレイの高精細化によって,ますます強

いニーズが出てくるものと一臥われる｡半導体デバイスに

対する要求も,リニアICだけでなくメモリやCMOS LSI

にまで広がってくるものとみられる｡今後もこれらのデ

バイス開発にノJを傾注してゆく考えである｡
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